
直接圧迫止血法の流れ

傷病者の発生

・傷病者の楽な姿勢を取らせて応

援・救急隊を待つ。

①外傷と出血、変形を確認

②出血部位にガーゼか清潔なタオル・ハンカチを直接当て

て圧迫する。

※直接血に触れないように注意する。

（感染防止）

可能であればゴム手袋やビニール袋を手に着用して行う。

※意識・呼吸状態の変化に注意する。

出血が止まらない 出血が止まっている

③血が滲み出たり漏洩する場合は、さらにその上からガー

ゼやタオル等を当てるか、新しいものに替えて再び圧迫を

する。

④出血の状態をみて圧迫の強さを調整する。

(片手で圧迫しても止まらない場合は両手で行う。)


